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       会 長  吉 賀 孝 則

会員の皆様におかれましては、日頃から島事研の活動に対し、ご理解とご協力をいただき心からお礼申しあげ

ます。 

会長として４期目となり、引き続き責務を果たしたいと思いますので、よろしくお願いします。また、本会の

目的である「会員相互の連携をもとに学校事務の研究、学校事務職員制度の確立を推進し、会員の資質向上を図

り、もって本県学校教育に寄与する」を会員の皆様が念頭に置き、学校事務職員の果たす役割とは何かを考え、

行動（実践）ができるための研究会となるよう、役員会でも取り組みますのでよろしくお願いします。 

【 第５６回研究大会（浜田大会） 】 

浜田教育事務所管内研究大会準備委員会が主管で、令和８年１１月２７日（金）：パレットごうつ（江津市）

にて開催いたします。内容は、応用研究発表（生成ＡＩの活用・実践）・総会（行政説明：共同学校事務室）・

講演（住田昌治氏）です。多くの皆さまのご参加を期待しています。この度の研究大会は、運営のスリム化及

び経費削減の観点から、２点変更があります。１点目は、例年より一回り小さい会場（収容数２００名）で開

催します。近年ハイブリッドで開催していることもあり、参集での参加者が１２０名程度となっており、従来

の会場では空席が目立つようになったためです。２点目は、研究集録を従来の紙媒体での配付から、電子媒体

での配信にします。ご不便をおかけしますが、ご了承願います。 

【 島事研ビジョン２０２０の総括・次期島事研ビジョンの策定 】 

「島事研ビジョン２０２０」は、令和２年度から５年間の島事研活動の方向性を示したものでした。しか

し、コロナ禍により、当初の２年間はほぼ活動休止状態となったため、２年間延長しました。今年度が、ビジ

ョンの最終年度となりますので、会員の皆様にアンケートを実施し、総括及び次期ビジョンの策定の参考とし

ますので、ご協力をお願いします。 

【 令和１２年度：第６２回全事研大会（広島大会）の分科会発表 】 

 分科会発表に向け、今年度から研究委員会を発足したいと考えています。任期は令和８年度から令和１２年

度とし、理事推薦・会員応募をあわせ１５名の研究委員を募集いたします。分科会発表だけではなく、島事研

の活性化、ご自身の資質向上やキャリアアップとして取り組んでいただきたいと思いますので、積極的な応募

をお待ちしています。 

【 学校事務職員を取り巻く環境 】 

 令和１１年３月３１日をもって事務グループ体制は完全廃止となり、共同学校事務室への移行が決定いたし

ました。今年度から令和１０年度の３カ年が移行期間となりますが、今年度中には島根県教育委員会より「共

同学校事務室設置・運営のガイドライン」等が示され、「市（町村）立小・中学校等管理規則の例」等、本県の

関連規定についても見直しが行われる予定となっております。不確定事項が多々ありますが、県内各地の共同

学校事務室の移行について注視し、全事研人材育成指標モデルとあわせ、島事研としての役割を考え、取り組

んでいきたいと思います。 

最後に、島事研の活動を推進するためには、会員の皆様のご理解とご協力が必要不可欠です。引き続きよろ

しくお願いいたします。 
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研究部長 沖田 和彦 

           副部長 光谷 和也（海潮小） 部員 石原菜奈子（安来第三中） 渡部 大吾（西郷小） 

                  友塚  暁（掛合中） 木戸 清治（志学中） 長本 法恵（津和野小） 

今年度も引き続き、「第六次研究中期計画」に掲げられた「応用研究」を進めてまいります。今年度

の研究テーマは「生成 AI」です。 

 現在、社会全体で急速に普及が進む生成 AI ですが、いよいよ学校現場でも本格的な利活用が模索さ

れ始めています。これまで「DX（デジタル・トランスフォーメーション）」という言葉が盛んに叫ばれ

てきましたが、昨今ではさらに一歩進み、「AX（AI・トランスフォーメーション）」という概念すら使

われ始めるようになりました。 

 私たち学校事務職員にとっても、この生成 AI を日々の業務の中でどう活用していくのか、本格的に

考える時期が到来したと強く感じています。 

■  ３０年前のパソコン導入と重なる「今」 

 私が学校事務職員として採用された約３０年前、ちょうど学校現場にパソコンが配備され始めた時期

でした。当時は右も左もわからない状態でしたが、どう使えば業務が効率化されるのかを、多くの先輩

方と一緒に試行錯誤しながら学んだことを今でも鮮明に覚えています。 

 現在では、日常の業務でパソコンを使うことはごく当たり前の風景となりました。おそらく生成 AI

についても、近い将来、学校現場で「日常的に使うことが当たり前の時代」がやってくるはずです。 

 そのような大きな転換期だからこそ、島根県内の学校事務職員ができるだけ同じ目線で生成 AI につ

いて学び、考える時間を共有する必要があると思い、今年度の研究テーマに設定しました。 

■  活用への第一歩は「基本」を知ること 

 では、具体的に生成 AI をどう業務に取り入れていくのか。大前提となるのは、各市町村が定める「情

報セキュリティポリシー」に則って利用するという最低限のルールを守ることです。 

 しかし、いざ実際に使ってみようとすると、ポリシーに明記されていない部分が気になり、二の足を

踏んでしまうことも予想されます。例えば、「個人情報は掲載しないこと」という一文があったとしま

す。このルールを守ることは当然ですが、実践にあたっては「そもそも何をもって『個人情報』とする

のか？」という本質的な理解が欠かせません。 

 また、一口に生成 AI と言っても、様々な種類や契約内容が存在します。自分が利用する生成 AI が、

入力したデータをどのように扱うのかを把握し、情報漏洩に結びつく作業を行わないよう見極めるリテ

ラシーも求められます。 

 ただ闇雲に恐れるのではなく、こうした基本的な知識を正しく学んだ上で、私たちが普段行う業務の

中でどのようなことに活用できるのかを前向きに考えていくことが必要なのではないでしょうか。 

■  生成 AI は私たちの仕事を奪うのか？ 

 最後に、世間ではよく「生成 AI が私たちの仕事を奪う」といった危惧を耳に

しますが、はたして本当にそうなのでしょうか。 

 実は以前、この疑問について、私が普段使っている生成 AI 自身に問いかけて

みたことがあります。すると、次のような趣旨の回答が返ってきました。 

 『AI が導き出した正解（機械的な処理）を、感情を持った人間が集まる学校という組織で「実際に機

事 業 部 の 取 組 
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能させる」ためには、人間の感情や思いを介在させなければ絶対にうまくいきません。ここに、事務職

員が「人間の感情や思いの部分を大切にする学校経営参画」を行う道がはっきりと存在します。』 

 「生成 AI は嘘をつく（ハルシネーション）」とも言われます。しかし、この AI が示した私たち学校

事務職員の未来像を「嘘」に終わらせるのか、それとも「真実」にするのかは、他ならぬこれからの私

たち自身の行動にかかっているのではないでしょうか。 

 今年度の研究を通じ、「生成 AI を活用した業務改善の方法」を学ぶとともに、これから訪れるであろ

う生成 AI 時代の学校事務のあり方を模索していけることを楽しみにしています。 

 

 

              研修部長 土井こずえ  

副部長 久利美香子（久屋小） 部員 柳浦 悦子（出雲郷小） 花松ひとみ（出東小） 

                曽田 晃子（加茂中） 高木 祐介（出雲第一中） 安達はるか（頓原中） 

研修部では、研究大会や学校事務セミナーの企画、運営をはじめ、研修制度の確立や研修の充実に向

けた活動を行っています。今年度も研究大会の開催に向けて準備を進めるとともに、学校事務職員を取

り巻く環境や求められる役割の変化に対応した研修の充実に取り組んでいきます。 

学校事務職員の職務が「事務に従事する」から「事務をつかさどる」へと改正され、学校運営への主

体的な参画がこれまで以上に期待されています。また学校における働き方改革の推進や学校組織マネジ

メントの強化など、学校事務職員が担う役割はますます広がっています。そのような中、研修部では新

規採用学校事務職員の育成を重要な取組の一つと位置付け「新規採用学校事務職員研修プログラム（案）」

を作成、提案しています。毎年内容の見直しを行い、会員の皆さまにより活用しやすく実践につながる

内容となるよう改善を進めていきます。   

また、任命権者研修についても受講者アンケートを実施し、今年度の研修の在り方等について教育セ

ンターへ提案を行っています。教育センターと継続的に情報交換や研修内容の検証を行いながら、学校

現場のニーズを踏まえた研修の充実につながる活動を進めていきます。 

 

 

                  情報部長 野上  佳  

副部長 久保田雅之（美川小） 部員 天津 史子（羽須美中） 坂井 佳恵（大田第二中） 

                蘿   恵（大田西中） 岩谷 勇良（静間小） 永井 菜摘（日原小） 

情報部の主な活動内容は、広報誌「爽」の発行です。年間３回の発行を予定して

います。会員の皆さんはもちろんのこと、学校事務に興味のある方にとって、必要

とするホットな情報が提供できるよう、広報誌づくりに部員一同取り組んでいます。 

 また、島事研のホームページの管理及び運営を行い、会員のみなさんや関係諸機

関等への情報発信を行っています。発信された情報が元となり、会員相互の交流や

取組の参考につながることを期待しています。 

 そして、広報活動のほかに、学校事務職員情報の収集や整備、全事研調査関係の協力も行っています。 

 島事研の活動がみなさんにとってわかりやすく伝えられるよう、広報誌やホームページづくりに取り

組みたいと思っています。 
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新任事務リーダーフォローアップ研修を受講して  

浜田市立国府小学校 大居庸子 

 

６月２６日、浜田教育センターにおいて新任事務リーダーフォローアップ研修を受講しました。受講対象者

は１１名で、研修内容は、次の３つの講義とグループ協議でした。 

 

○講義 

①事務グループのマネジメント    

「事務グループのマネジメントについて理解を深め、グループ活動の推進に対する意欲を高める」とい  

うねらいのもと講義を受けました。グループがうまく組織として機能していくためには、目標が必要で、目

標達成に向け共に考えながら進んでいくこと、またリーダーに限らず組織のメンバーそれぞれがリーダー

シップを発揮できるよう促していくことが重要だと認識しました。加えて、よりよい人間関係のもとで、グル

ープの強み弱みを理解し助け合いながら、グループがうまく機能することができるよう自分の役割を果た

していきたいと思いました。 

 

②学習指導要領 

自校で「学校教育目標の実現」に向けて行っていることや、それが学習指導要領の 

目指す方向性とどのようにつながっているか考えながら講義を受けました。私自身、 

子ども達が充実した教育活動を行えるよう、限られた予算をいかに有効に活用できるか意識して仕事に 

取り組んでいます。学習指導要領の方向性とは、「カリキュラムマネジメント」における物的な資源の有効 

活用という側面と関係していると感じました。チーム学校の一員として、管理職や教職員と連携を図りな 

がら、学校教育目標を理解し、学校事務職員の立場からの具現化を目指して、意識して日々取り組んで 

いきたいと思いました。 

 

③人権教育をすすめるために 

「子どもの権利条約」を確認し、子ども達には成長の過程で必要とされる様々な種類の権利があるこ 

とがわかりました。子どもは、自分の声を聴かれ、考慮されることによって一人の人間として大切にされて 

いるという実感をもつと、自己や他者を尊重する気持ちが芽生えると言われたことが心に響きました。子  

ども達の声をしっかり聴き、対話を繰り返しながら子どもにとって最もよいことを考えていくことが重要だと 

認識することができました。 

 

〇グループ協議 

事務グループの運営について各市町の取組を聞きました。ある市町では、今後の事務グループをリードし

ていく人材の育成をねらってグループ内の学習会を一人ずつに担当してもらうなど、グループ内のメンバー

の長所を見つけ活かして伸ばすことを意識して取り組んでおられる様子など、見習うべき点が多々ありまし

た。 

 

今回の研修をとおして、改めて事務リーダーとして担うべき職務や組織マネジメントの重要性を認識する

ことができました。１１月には第２回の研修が予定されています。今回の研修で得たことを事務グループ活

動や日々の業務で実践に移し、第２回の研修に参加したいと感じました。 
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『主任主事研修』に参加して 

 

  益田市立横田中学校 小田 奈菜子  

  

 

6 月 25 日に浜田教育センターで実施された第 1 回主任主事研修に参加しました。 

 

〇問題解決能力の向上 

学校における問題発見から解決までの流れについて学びました。 

学校の「理想の状態」と「現状」を把握し、その差を「問題」として捉えることや、その原

因を探る進め方、さらに解決のための方策を生み出す手法について学びました。 

問題解決にあたっては、方策を実行する前に「調査」「思考」を、しっかりと行うことが重

要であると改めて実感しました。また、その過程で多くの人に関わってもらい、自分ごと

として捉えてもらうことで、実際に取組を進める際にも協力を得やすくなることを知りま

した。 

 

 

〇主任主事の職務 

主任主事の職務について理解を深めました。 

特に事務リーダーや事務主幹が少ない東部では、事務グループ等での役割や立ち位置が大

きく変化することもあると知り、主任主事としての役割について考える機会となりました。 

 

 

〇問題発見・解決プランの作成 

午前中の研修内容をもとに、自校の問題とその解決に向けたプランを作成しました。その

後、グループ討議をとおして、他校の取組を共有し互いに助言を行いました。 

 

今回の研修で改めて考えたのは、学校教育目標の達成を意識して取組を進めることの大切

さです。その点を意識して呼びかけることで、周囲から理解を得やすくなるという話が印

象に残りました。第 2 回の研修では、自校の問題解決に向けた取組内容についての発表が

予定されています。学校の目指す姿を意識しながら、前向きに取り組んでいきたいと思い

ます。 
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【編集後記】仕事中、足の上を何かが動いている感触がし、慌てて見てみるとそれはカニでした。廊下をカニ

が歩いているのを見たことがありますが、どこから職員室にまで入ってきたのか不思議です。先日は学校近く

にアナグマも出没しました。通勤途中には猿が悠々と道路を渡っていく姿をたびたび目撃します。熊の目撃情

報も毎日のようにメールで届きます。私たちの周りには思ったよりもたくさんの生き物がいるのだということを

実感しています。（T.M） 

 

作･画：佐伯圭一  

 本校は全校児童 43 名の学校です。清流日本一に

輝いた高津川の上流に位置し、周りは標高 1,263m

の安蔵寺山や「吉賀富士」とも呼ばれる盛太ヶ岳、八

久呂鹿伝説の舞台である大岡山などの山々が連な

る、豊かな自然の中にあります。この美しい環境のな

か、子どもたちは日々健やかに学んでいます。 

秋には、校区内の学校や保育所、そして地域が一緒

になって創り上げる「七
しち

カ
りき

祭り」が開催されます。 

午前中は学校や保育所のステージ発表があり、子ど

もたちの成長した姿を一目見ようと、毎年たくさん

の方が来場してくださいます。 

昼食の時間には、保護者や地域の方が心を込めて

作ってくださるカレーやうどんなどが振る舞われま

す。また、小学校の特別支援学級の児童が手作りした

作品を販売するコーナーもあります。みんなで食事

をしながらお喋りをすること、仲間と一緒に何かを

創り上げること、そして「ありがとう！」「おいしか

ったよ！」といった温かい言葉を交わし合うこと―。   

会場はみなさんの笑顔で溢れる空間となります。 

会場には、地域の方の作品展示のほか、射的や輪投

げなどの有志の子どもたちがつくる参加型コーナー

もあり、食事の後も周囲の人と交流しながら楽しい

時間を過ごすことができます。 

そして祭りの最後を飾るのは、地元の和太鼓集団

「八久呂太鼓」の演奏です。きらびやかな衣装と迫力

のある演技が披露され、会場は大いに盛り上がりま

す。閉会式の後には恒例の餅まきもあり、大人も子ど

もも心ゆくまで楽しんで笑顔で終わる、まさに地域

をあげてのお祭りです。 

今年からは中学校も参加することになり、より一

層賑やかなお祭りになるのではないかと、今からと

ても楽しみにしています。 
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